
子育て支援
Community’s Role in Fostering

Children
52329 福井千夏 専門 1 選択 2年後期

科目の概要

この授業では，現在の社会状況における子育て家庭の現状とニーズを知り、子育て家庭への支援の基本や体制、地域の
社会資源との連携のあり方について学修することを目的とする。また，獲得した専門知識・技術を保育現場や子育て支
援の活動で活用し応用的に課題解決できる力を身に付ける。これらは、ディプロマポリシーの①～⑤に相当する。
★保育士、幼稚園教諭としての実務経験があり、保育や保護者支援の専門的知識や技術を活かした演習を行う。

学修内容 到達目標

① 子育て家庭を取り巻く社会状況等について理解する。
② 子育て家庭のニーズに応じた多様な支援内容を知る。
③ 子育て家庭の支援の基本や体制について認識する。
④  地域の関係機関との連携のあり方や保育者の役割を認
識する。

① 現在の子育て家庭を取り巻く社会状況等について説明
することができる。（D.P.①②④）
②  現在の子育て家庭のニーズに応じた多様な支援内容の
例を挙げることができる。（D.P.①③④）
③ 子育て支援の基本や体制について説明することができ
る。（D.P.①③④）
④ 地域の関係機関との連携のあり方や保育者の役割を推
論することができる。（D.P.①③⑤）

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 「地域の子育て支援における保育者の役割とは」という目標に向かって、課題を見つけて
自発的な学習ができる。

働きかけ力

実行力 授業で学んだことを発表に取り入れることができる。

考え抜
く力

課題発見力 思い込みや憶測でなく、事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることがで
きる。

計画力

創造力

提出物作成は期日を守り、計画的に進行することができる。

固定概念にとらわれることなく、いろいろな方向から考えることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自分の意見をわかりやすい文章や言葉で伝えることができる。

人の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず，授業が円滑に進行するようルール
を守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：「子育て支援　15のストーリーで学ぶワークブック」　二宮祐子　(株)萌文書林　1800円
適宜資料プリントを配布する

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：子ども家庭支援論、社会福祉、子ども家庭福祉、保育者論
資格との関連：保育士

学修上の助言 受講生とのルール

・配布プリントや資料は講義に合わせてまとめておくこ
と。
・新聞やネット等で子育てに関するニュースや問題などに
関心をもち学習に臨むこと。

・保育者を目指す者として、ふさわしい自覚を持って受講
すること。(私語厳禁、携帯電話はカバンにしまっておく
事、課題提出は期限を守る事、途中退出は許可制)

2024年度 愛知学泉短期大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目

✓



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

①現在の子育て家庭を取り巻く社会状況等を理解してい
る。
②現在の子育て家庭のニーズに応じた多様な支援内容を理
解している。
③子育て支援の基本や体制について理解している。
④地域の関係機関との連携のあり方や保育者の役割を理解
している。
　※総合評価90点以上はS(秀)、89～80点はA(優)とする。

①現在の子育て家庭を取り巻く社会状況等がわかる。
②現在の子育て家庭のニーズに応じた多様な支援内容がわ
かる。
③子育て支援の基本や体制がわかる。
④地域の関係機関との連携のあり方や保育者の役割がわか
る。
　※総合評価79～70点以上はB(良)、69～60点はC(可)とす
る。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

20

・現在の子育て家庭を取り巻く社会状況が理解できているか（10
点）
・保育者が「子育て支援」を行うことの意義や重要性が理解できて
いるか（10点）

② ✓

③ ✓

④ ✓

小テスト

①

50

・毎週提示するリアクションペーパーの点数を平均して判定する
（40点）
・外部講師による地域子育て支援拠点の講義についてのレポート
（10点）

② ✓

③ ✓

④ ✓

レポート

①

20

グループワーク
・地域の子育て家庭への支援の活動についての立案、準備、発表
（20点）②

③ ✓

④ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

(主体性)
 子育て支援や子育て家庭を取り巻く環境に関心を持ち、積極的に授業に参加する。
(実行力)
 一度始めたことは最後までやり遂げることができる。
(課題発見力)
 子育て支援における保育者の役割について、自分なりの考えを持ち課題を見つけることができる。
(創造力)
 固定観念にとらわれることなく、いろいろな方向から考えることができる。
(発信力)
 発表の仕方を工夫してわかりやすく発表できる。
(傾聴力)
 「あいづち」や「うなづき」簡単な質問に答える等話を聞く姿勢ができている。
(規律性)
 遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず，授業が円滑に進行するようルールを守ることができる

② ✓

③ ✓

④ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



①現在の子育て家庭を取り巻く社会状況等がわかる。
②現在の子育て家庭のニーズに応じた多様な支援内容がわ
かる。
③子育て支援の基本や体制がわかる。
④地域の関係機関との連携のあり方や保育者の役割がわか
る。
　※総合評価79～70点以上はB(良)、69～60点はC(可)とす
る。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

子育て支援とは何かを
理解する

講義　評価方法、授業
のルールのレクチャー
ディスカッション

子育て支援の制度的な
基盤が説明できる。

(復習）授業内で解け
なかった演習課題に取
り組む。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。

30

主体性
実行力
発信力
規律性

2

子育て支援の意義につ
いて理解する。

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ディスカッション

子育て支援が求められ
る社会的背景について
把握し、保育所等が果
たす役割について説明
できる。

(復習)授業内で解けなかっ
た演習課題に取り組み、子
育て支援が求められる社会
背景や現在の課題について
自分の考えをまとめてお
く。
(予習)指定された教材に目
を通し，感想を文章でまと
めておく。

60

主体性
課題発
見力
計画力

3

子育て支援の基本的価
値・倫理について理解
する。

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ディスカッション
小テスト

保育所保育指針・保育
士倫理要綱により、子
育て支援の基盤となる
価値・倫理について説
明できる。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。

30

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力

4

子育て家庭の基本姿勢
について理解する。

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ディスカッション

保育所保育指針に示さ
れた子育て支援を行う
ために必要な基本的姿
勢や保護者とのよりよ
いコミュニケーション
を行うために必要な心
構えや態度について説
明できる。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。

45

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
傾聴力
規律性

5

子育て支援の基本的技
術を身につける

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ロールプレイ

子育て支援のプロセス
と特徴を把握し、必要
なコミュニケーション
技法を使って保護者対
応する保育者を演じる
ことができる。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。
　　　自分が住む地域
の子育て支援の活動に
ついて調べておく。

45

主体性
課題発
見力
発信力

6

園内・園外との連携と
社会資源の活用につい
て理解する

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ディスカッション

園内における連携や他
職種、地域の人々との
連携について理解し、
身近な地域において子
育て支援に活用できる
社会資源を探すことが
できる。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。

45

主体性
課題発
見力
発信力
規律性

7

日常的なコミュニケー
ションを活用した子育
て支援のありかたを理
解する。

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ロールプレイ

場面の違いに応じた保
護者とのコミュニケー
ションの基本を理解
し、トラブルの際の具
体的な対応方法をロー
ルプレイに取り入れる
ことができる。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。

45

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

文書(連絡帳･園だより
等)を活用した支援の
ありかたを理解する。

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
演習　連絡帳の記入、
園だより・クラスだよ
りの作成

様々な種類の文書があ
ることを知り、書き方
の違いを理解して保護
者向け文書を書くこと
ができる。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。

45

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

行事(保育参加、参
観、保護者会等)を活
用した子育て支援の在
り方を理解する。

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ディスカッション。

子育て支援における保
育参加、参観や保護者
会などの様々な行事の
意義について説明でき
る。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。

45
主体性
創造力
発信力

10

地域の子育て拠点にお
ける支援のありかたを
理解する①
外部講師を招き、子育
て支援拠点の実践や利
用する保護者の心理に
ついて学ぶ。

講義
レポート作成

地域の子育て支援拠点
における主な支援の内
容と方法を理解し、園
に子どもを通わせてい
ない地域の保護者と関
わる際の姿勢について
説明できる。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
(予習)子育て支援拠点
での活動（クリスマス
会）の内容を考える。

45

主体性
実行力
課題発見
力
計画力
発信力
傾聴力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

11

地域の子育て拠点にお
ける支援の実践を考え
る①

グループワーク 子どもの育ちや子ども
の喜ぶ姿が保護者に与
える影響や，保育者が
保護者のモデルとなっ
て子どもと関わる姿を
想像しながら，立案，
準備ができる。

(予習)成果発表に向け
て準備や練習に取り組
む。

60

主体性
課題発
見力
発信力
規律性

12

地域の子育て拠点にお
ける支援の実践を考え
る②

成果発表
グループワーク

子育て支援拠点での活
動を想定し、立案、準
備したものを発表する
ことができる。振り返
りレポートが提出でき
る。

(復習)振り返りレポー
トを作成する。
(予習)指定された教材
に目を通し，感想を文
章でまとめておく。 45

主体性
課題発
見力
発信力
規律性

13

通所施設における子育
て支援のありかたを理
解する。

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ディスカッション

通園施設を利用する保
護者の傾向について理
解し、通所施設の形態
に応じた支援の特徴に
ついて説明できる。

(復習)授業内で解けなかっ
た演習課題に取り組む。
(予習)指定された教材に目
を通し，感想を文章でまと
めておく。
　　　テキストやワーク
シートの見直しを行い、保
育者が行う子育て支援の意
義や役割について考えをま
とめておく

45

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
規律性

14

子育て支援における課
題について理解する

質疑応答による前回授
業のフィードバック
講義
ディスカッション
小テスト（）

子どもの貧困，保活等
の今日的課題につい
て，分かり易く整理し
説明ができる。

(復習)授業内で解けな
かった演習課題に取り
組む。
テキストやワークシー
トの見直しを行う。 45

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

保育者の子育て支援の
課題について意見を出
し合い、自分の考え方
をまとめる。

オンデマンド
レポート課題提出

保育者の子育て支援の
課題について、他の人
の意見を聴き、自分の
意見をまとめ発表でき
る。

(予習)子育て支援につ
いて、これまでの学び
を振り返っておく。

30

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


